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康寮轟醸
小
昏
散
る
ｌ
月
十
五
日
発
ら
つ
と
し
た

計
張
蓼
濱
せ
年
讐
肝
（
出
席
者

二
十
玉
名
）
の
も
と
に
ｌ
萱
に
て

本
年
度
初
の
酎
襟
会
が
開
譲
さ
れ
ま
ん

た
が
先
づ
日
程
に
入
り
、
認
定
果
糖
一

号
の
、
田
和
二
十
六
年
度
断
続
入
歳
出

法
昇
が
法
第
一
百
四
十
二
条
型
越
の

規
定
に
よ
づ
て
、
収
入
役
水
沼
武
雄
氏

よ
り
附
長
に
提
出
せ
ら
れ
た
の
で
田
長

は
監
査
書
同
氏
の
審
査
を
経
て
議
会

に
上
程
さ
れ
た
．
金
串
賛
同
の
狸
に
認

定
、
つ
い
で
楊
案
錆
一
号
の
町
鶴
畷
職

畏
増
補
償
条
例
の
限
定
に
つ
い
て
の

件
は
一
応
薫
負
託
と
な
ん
、
滞
り
な

く
、
本
革
醇
初
の
機
会
を
終
了
し
ま
し

た
．
図
に
調
定
き
れ
た
洋
舞
轡
を
宏
が

し
ま
す
。

但
し
　
特
別
会
計
分
、
生
活
貸
金
融
通

事
業
の
相
愛
と
現
況
は
紙
面
の
都
合

に
よ
り
次
号
に
笹
芥
し
ま
す

阿
和
廿
六
年
度
一
般
会
計
福
岡
県
遠
耳

郡
水
巻
断
裁
入
歳
出
決
算
欝

歳
入
計
一
金
二
二
、
主
ｌ
四
、
．
八

〇
八
円
至
戯
也歳
入
決
琳
額

歳
出
計
一
金
一
〇
八
、
二
四
四
、
〇

四
〇
円
六
二
俄
埴

′
、
餞
佃
浮
草
備

歳
入
歳
出
許
引
鞘
鉦
．

〓
ニ
、
〇
七
ｑ
Ｊ
七
六
七
円
八
九
鏡

也・
歳
計
禁
金
品
和
竃
静
晶

ｌ
越

昭
和
廿
六
年
度
軒
別
会
計

補
間
原
澤
郡
水
巻
酎
成
人
繍
判
決

堺
ｒ
成
人
計
「
金
田
、
一
九
〇
、
天
三

円
へ
ｌ
Ｊ
門
鈍
也

・
故
人
決
算
額

歳
出
計
一
金
二
、
六
九
三
へ
八
六
五

網
只
繭
鱒
．
一
票
迂
品

歳
入
赦
出
鼻
引
換
企
て
四
九
六
、

四
九
八
円
Ｏ
ｎ
銀
也

歳
計
剰
余
金
関
都
廿
七
得
度
え
脚
越

防
喝
八
定
研
議

会
に
て
可
決

し
ま
し
た
処

の
（
餞
案
第

一
号
）
滑
肪

改
組
に
伴
幸

此
の
度
び
釘

に
於
て
、
新

鋭
ポ
ン
プ
（

東
発
の
小
型

動
力
ポ
ン
プ

）
一
義
購
入

各
十
馬
力
、

こ
の
ポ
ン
プ

は
僻
地
碇
も
運
搬
に
曙
刹
な
こ
と
、
遥

転
方
瞥
藤
／
廟
単
で
あ
る
こ
と
縞
時

点
多
く
諭
簡
瀾
橋
場
四
拇
八
万
円
へ
ホ

ー
ス
一
一
希
舞
の
他
部
品
一
式
）
　
（

放
水
慮
一
番
ロ
．
ン
（
毎
分
）
揚
水

八
十
尺
）
四
升
五
合
の
ガ
ソ
リ
ン
に
て

入　ｌ Ａ印は赤字
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7練　　　ラ地　　　金
8確　　収∴　　入
9町　　　　　　　債
10繰　　　入　　　金
11地方財政平衡寄附金
．歳　入　合　計

歳　　　　　　出

一
機
会
計
分

算に対する
差　引　劃
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り
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施
生
済
　
蚕

嘲

1金　　　銭
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険
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殿
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教
欝
直

り
Ｊ
リ
り
．
ヰ
　
う
　
止
り
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白
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ｌ
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一
－
－
－
㌧
　
　
ら
れ
町
炎
、

酸
酒
庁
遠
貨
出
張
所
長
、
附
譲
念
葺

の
各
先
輩
よ
け
今
俵
の
堪
盾
を
指
示
さ

れ
、
尚
又
朋
朋
に
し
て
強
戯
な
る
恩
親

ｌ一若人は．集う一一一一一一

一鴫－・成人の決意に燃
水
巻
町
．
滑
防
條
例
〔
抜
翠
〕

通
・
　
則

崇
一
条
　
隋
防
団
員
（
以
下
団
員
と
い

う
）
の
任
免
、
定
員
、
服
務
、
給
与
に

つ
い
て
は
こ
の
条
例
の
定
遡
る
と
こ
ろ

に
よ
る
．
但
し
常
勤
の
者
に
つ
い
て
は

地
方
公
務
員
法
に
定
め
て
あ
る
者
を
除

く
外
、
こ
の
燕
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
も
の
と
す
る
．

任
　
　
命

第
二
桑
　
滑
防
団
長
（
以
下
団
長
と
い

う
）
は
消
防
団
の
推
薦
に
基
き
町
長
が

、
そ
の
他
の
団
員
は
団
長
が
次
の
各
号

の
資
格
を
有
す
る
者
の
申
よ
ｌ
り
町
長
の

承
紀
を
得
て
こ
れ
を
任
命
す
る
。

一
、
本
町
虻
居
住
す
る
年
令
満
十
八
才

以
上
淘
四
十
五
才
未
満
で
あ
る
こ
と
。

但
し
特
に
町
長
の
譲
認
轟
た
者
は
こ

の
限
欄
で
な
い
．
、

二
、
由
綺
は
志
撫
堅
固
、
身
体
強
健
で

あ
っ
て
団
員
た
る
に
適
す
る
者
．
・

纏
二
条
ｌ
団
員
の
定
数
は
一
五
二
名
と

す
る
．

嘩
　
　
職

舅
四
条
　
団
員
は
退
職
し
よ
う
と
す
る

場
会
は
予
め
文
書
を
以
て
任
命
権
者
に

願
出
で
、
を
の
肝
可
を
要
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
．
．

懲
　
　
戒
．

第
五
条
　
団
員
で
あ
っ
て
次
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
と
善
は
任
命

権
者
は
こ
れ
を
懲
戒
す
る
も
の
と
す
．

1
、
消
防
に
関
す
る
法
令
、
条
例
父
は

規
則
に
澹
反
し
た
と
き
．

二
、
職
務
上
の
疎
放
に
逸
脱
し
、
交
斯

、

界
を
有
っ
た
と
き
。

≒
乱
風
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が

あ
っ
た
と
き
．

型
ハ
条
　
前
衆
の
懲
戒
は
次
の
区
分
に

よ
っ
て
行
う
。

て
免
職
二
、
停
職
三
、
戒
告

停
職
は
一
ケ
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て

こ
れ
を
行
う
．
服
務
規
鮮

楕
七
条
　
団
員
は
団
長
の
招
集
に
よ
っ

て
叫
勤
レ
服
務
す
る
も
の
と
す
る
．

招
集
を
受
け
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
水

火
災
そ
の
他
災
害
の
萱
を
期
っ
た
と

き
は
予
め
指
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、

腫
ち
に
出
勤
し
服
務
に
つ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
．
第
九
桑
田
射
し
た
消
防
団

員
が
解
散
す
亀
倉
は
、
人
員
及
び
携

帯
機
具
に
つ
き
点
検
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
．
鴇
十
条
　
団
員
で
あ
っ
て

十
日
以
轟
梯
燭
を
離
れ
る
場
合
は
、

団
長
に
あ
っ
て
は
町
長
に
、
副
局
長
文

は
そ
の
他
の
者
に
あ
っ
て
は
団
喪
に
届

出
な
け
れ
ば
な
ら
払
い
．
但
し
特
別
の

事
情
が
な
い
限
り
団
員
の
単
数
以
上
が

同
時
に
居
住
地
を
離
れ
る
こ
と
は
出
来

な
い
．
第
十
一
条
団
員
が
火
災
特
報
発

令
中
、
そ
の
他
将
に
礁
潤
の
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
降
は
嚇
僻
に
支
障
あ
る
場

所
に
多
数
欒
合
レ
た
私
文
、
多
数
集

令
レ
て
飲
食
し
て
は
な
ら
な
い
．

堵
Ｔ
二
条
　
団
員
は
次
の
事
項
を
遵
守

し
な
け
れ
ば
堪
ら
な
い
．

て
住
民
に
対
し
糖
に
水
、
火
災
の
予

防
及
び
繭
戒
心
の
喚
起
に
努
め
、
災
密

に
際
し
て
身
を
挺
し
て
こ
れ
に
当
る
心

構
え
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

二
、
規
律
を
厳
守
し
て
上
長
の
指
揮
命

令
の
も
と
に
上
下
一
体
、
堺
に
当
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
二
ニ
、
上
下
同
僚
の

間
互
い
に
相
敬
愛
ｋ
礼
節
を
盛
ん
ｂ

信
墾
産
く
し
、
常
に
言
行
を
慎
し
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
四
、
職
務
正
関

し
金
品
の
寄
贈
、
文
は
響
応
接
望
憂

げ
、
文
は
こ
れ
を
請
求
す
る
等
の
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
．
五
、
職
務
上

期
待
し
た
秘
密
を
他
に
も
ら
し
て
は
な

ら
な
い
．
六
、
団
員
は
要
は
団
員
の

名
義
を
以
っ
て
特
定
の
政
党
締
社
、
若

し
轟
団
体
を
支
持
し
、
反
対
し

交
は
こ
れ
に
加
担
し
、
又
、
他
人
の
訴

敵
、
考
し
く
は
紛
儀
に
関
与
し
て
は
な

ら
な
い
．
セ
、
消
防
団
交
は
、
団
員
の

名
義
を
以
て
み
だ
り
に
寄
附
金
毒
り

文
、
営
利
行
為
を
な
し
、
若
し
く
は
、

義
務
の
穣
担
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し

て
は
な
ら
な
い
．
八
、
機
摺
楕
亀
そ
の

他
滑
防
田
の
欄
傭
、
資
材
の
維
持
管
理

に
当
り
、
職
務
の
外
こ
れ
を
使
用
し
て

は
な
ら
な
い
．

給
　
　
与

欝
土
一
束
　
団
員
の
給
与
に
つ
い
て
は

水
巻
町
特
別
職
々
員
の
冶
与
に
関
す
る

礫
例
及
び
水
巻
町
特
別
職
々
員
の
旅
鐘

に
欄
す
る
条
例
に
よ
る
、
低
し
分
団
長

以
下
の
団
員
の
礁
背
に
つ
い
て
は
水
巻

町
一
般
職
々
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

轟
用
し
て
旅
賓
も
麦
給
す
る
．
他
釘

村
の
応
援
要
請
文
は
応
援
協
定
に
よ
り

災
害
現
場
に
出
場
し
た
場
合
は
、
前
項

に
よ
る
旅
理
は
支
給
せ
ず
、
門
塀
手
当

の
み
安
治
す
る
も

補
　
　
償

第
十
四
条
　
聴
務
に
よ
り
昏
勝
又
は
死

亡
し
た
団
員
に
は
栢
同
県
田
村
漸
防
災

害
補
償
阻
合
規
約
に
よ
ネ
補
償
金
を
支

給
す
る
．附
　
　
則

こ
の
条
例
の
旅
行
に
つ
い
て
は
別
に
那

則
で
定
め
る
。
水
葛
酎
消
防
団
般
憬
条

例
、
水
巻
ｍ
消
防
同
員
服
絆
絹
律
及
び

懲
戒
規
程
沖
び
に
水
準
町
消
防
団
給
与

規
程
は
こ
の
桑
例
施
行
と
同
時
に
廃
止

す
る
。

甘 言 言 甘 匝盲或ー‾魂　　　　　 看
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固吐貝区 トキワ．区 動力ポソプ 即恰断ノ附近〕

立屋敷、伊産座＝
‘30名

日．動 串 ． 一丁合田ノ二（既設）

下　　 ニ（既設）
834 4．078下芯 ．吉田ノ・．一、 ポソプ

同ニ、同三 手挽がソリ・ソー

官．，下社宅、唄禾

・30苧
自 動 車 ． ニ 常 備 隊「既習）

頃 ・宋（既設．）．
1．525 7．60 1：・ヽ高尾区、解杜宅 ポソプ

鯉 口区、中央区 ト宇挽、ガソリンー

古賀区、梅 ノ不図
怒隻街 ＿ 鋤名

ポシプ謂 議芸貯 一
古　 賀新設予定 】．728 7．844

高藤区四ば、猪熊

古賀、．師口 ．

36名 ポープ自動耳． 糎 ．口（既　 設 1．10 9 5．14 1

1・5咤
自　 動　 車　　　　 四
手挽ガソリン ：

Ｇ．60 1 31．．38

1

帯一分団

章二分団

笥三分国

第四分団

第五分国

「苗丁

■■－▲

こ
ご
め
聾
ち

ら
つ
く
一
月

十
五
日
成
人

つ

日用ｌ日頃　　来　　校…＝ｌ

の
日
を

迎
え
五

百
に
余

る
召
人

は
、
覚

情
も
新

た
に
腋

張
の
面

持
ち
受

頃
末
校

に
参
集

、
訳
皐

附
公
民

館
主
歯

の
擁
抄
に
式

典
の
梢
は
切

を
探
り
乍
ら
文
側
の
馨
も
か
ん
ば
し
く

次
代
を
担
う
町
圏
と
し
て
一
層
の
梧
願

を
要
増
さ
れ
、
盛
田
笥
一
間
を
袋
し

て
宣
誓
又
を
朗
読
、
成
人
と
し
て
の
将

来
を
誓
い
、
責
義
あ
る
式
は
蘭
り
、
最

後
に
西
日
本
聾
痴
井
先
生
の

「
世
界
情
勢
と
青
年
の
館
腰
」
と
題
さ

れ
、
物
心
雷
に
東
り
汎
く
世
界
の
動

き
轟
か
れ
、
独
立
直
後
ｌ
ル
あ
る
日
本

青
年
の
使
命
は
愈
Ａ
重
且
つ
大
依
る
段

階
に
置
か
れ
て
い
る
折
柄
贈
一
層
の
暫

斗
努
力
嘉
さ
れ
、
全
く
ｌ
間
感
銘

に
打
た
れ
乍
ら
も
何
か
決
意
を
琉
み
取

れ
る
紅
顔
に
燃
え
て
午
後
零
時
頃
和
や

か
に
終
了
敵
会
さ
れ
た
．
【
写
真
は
式

場
に
於
け
る
成
年
者
票

（
因
尤
当
式
典
に
当
り
桧
周
猫
県
議
よ

り
の
司
馬
来
る
。
）

宣
腎
患

一
月
十
五
は
成
人
の
日

．
鰯
髄
薫
鍋
鍼
硯

ｌ
ｌ

も
と
に
本
日
威
碇
水
巻
附
第
六
回
の
意

義
あ
る
成
年
祭
毒
行
し
て
、
私
達
の

前
途
を
禍
嘱
し
て
戴
き
ま
す
こ
と
は
域

に
有
難
く
感
激
に
堪
え
な
い
所
で
す
、

と
同
侍
に
今
日
か
ら
増
便
の
仲
間
入
り

し
て
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
姦
み

出
す
仏
遠
に
負
荷
せ
ら
れ
た
費
癖
の
重

大
さ
に
思
い
を
致
し
て
心
身
共
に
緊
張

を
情
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．
私
通

五
百
数
十
昌
の
者
は
本
日
戒
に
身
自
ら

の
成
人
の
日
お
迎
え
、
ｌ
堵
楔
か
ら
こ
う

し
て
祝
っ
て
戴
き
ま
す
も
の
1
極
め
て

知
見
に
乏
し
い
上
経
験
も
亦
懐
く
、
果

し
て
良
く
鱈
礫
の
後
並
と
し
て
郷
土
水

巻
の
執
教
を
振
作
し
、
新
日
本
の
寓
力

を
開
拓
し
得
る
や
否
や
疑
い
な
き
を
得

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
乍
ら
現
下

内
外
の
情
勢
を
静
視
し
慣
裔
自
治
の
思

想
を
堅
持
し
て
自
ら
の
社
会
人
と
し
て

の
教
養
に
励
み
以
て
、
訂
勢
の
発
展
並

び
に
国
威
の
鵜
奴
に
寄
与
せ
ん
こ
と
を

遺
し
て
雷
な
れ
も
の
で
あ
。
ぽ

、
こ
の
意
鏡
あ
る
嘗
葉
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
今
日
よ
り
杖
莞
胸
と
し
て
試
練
に

徽
笑
み
つ
ゝ
文
化
爪
巻
、
平
和
日
本
纏

段
の
為
新
時
代
の
成
人
と
し
て
ふ
さ
わ

す
．
古
人
は
云
い
ま
し
た
「
努
力
は
罪

才
な
り
」
と
、
叉
髄
俄
は
力
で
あ
る
を

・∴　∴．、　　　　・　　　　　’‘‾．．、．
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第67号

て
い
水
巻
附
遺
草
御
井
礎
蝋
会
で
竹
陳

Å
昭
代
・
家
賃
の
統
制
額
が

攻
訂
さ
れ
ま
し
、
ｊた
」

十
二
月
二
十
二
日
付
、
二
七
遠
地
経
論
一
八
〇
七
号
を
以
丁
浅
背
地

方
磐
楕
所
よ
り
地
代
家
賃
の
統
制
裸
改
訂
を
連
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で

改
訂
の
対
象
′
理
由
及
び
第
割
法
（
新
・
旧
）
を
掲
載
し
ま
す
。

般
牽
計
償
え
の
影
響
を
考
慮
し
て
漸
次
一

改
訂
の
明
敦
と
な
る
も
の

金
閣
の
認
可
統
制
調
、
停
止
統
制
欄
全

部
に
濁
硝
す
番
。

改
訂
登
れ
た
頂
由

て
現
行
り
網
代
家
賃
統
制
増
は
昭
和

一
手
一
軍
以
後
四
回
に
わ
た
っ
て
改
訂

さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
二
十
五
年
八
月

改
訂
以
後
昨
年
十
月
に
肝
脾
方
式
の
改

正
に
よ
っ
で
閻
定
座
嘩
税
と
の
附
姓
が

は
か
ら
れ
た
の
み
で
、
盲
的
な
改
定

が
行
わ
れ
す
従
来
の
低
水
準
の
ま
ゝ
裾

蔵
か
れ
て
い
た
【
去
．

二
、
瀾
行
統
制
喝
で
は
貸
家
の
経
営
は

困
難
で
あ
っ
て
、
皆
蒙
の
維
持
修
繕
は

勿
輸
、
必
嘆
縫
碑
を
ま
か
な
う
こ
と
が

間
来
な
い
た
め
に
統
制
対
婁
屋
の
朽
・

喋
の
魔
を
申
納
保
管
叩
敬
を
僅
縮
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
．

三
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
本
年
度
固
定

資
産
の
報
税
標
準
価
格
が
決
定
し
た
が

現
行
礪
定
で
は
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の

ノ

昭和2只年2月1日

照腎鼻にて
評
価
辞
に
拭
く
固
定
資
産
税
の
増
徴
各

を
折
込
む
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
現

行
統
制
鯛
を
引
上
げ
る
と
と
も
に
現
行

頒
定
の
改
訂
を
行
う
必
要
が
あ
る
．

四
、
改
訂
統
制
儀
で
は
地
主
家
主
の
必

喀
経
歯
か
ら
す
れ
ば
不
十
分
で
卦
る
と

い
う
癌
苑
も
あ
る
が
値
上
げ
に
伴
う
一

合
理
的
水
準
に
引
上
げ
る
こ
と
ゝ
す
る

五
、
現
行
統
制
令
は
照
止
す
ペ
Ｌ
と
い

う
柵
も
あ
る
が
、
三
曹
十
数
万
芦
の
住

宅
不
足
を
伝
へ
ら
れ
る
今
日
、
こ
れ
を

廃
止
す
れ
ば
地
代
家
賃
咤
魚
謄
し
て
生

計
尊
を
圧
迫
し
で
慣
下
げ
要
求
に
よ
る

紛
争
を
激
化
し
父
地
代
家
賃
の
適
正
額

に
対
す
る
基
地
を
失
っ
て
住
宅
生
清
に

膵
度
の
不
安
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る

臥
審
東
金
法
の
桐
定
に
従
い
同
書
候

補
者
を
抽
せ
ん
（
検
望
芸
会
意
行

令
竺
現
に
よ
る
軸
地
方
誌
に
よ
る
）

を
行
い
、
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
．

候
補
者
第
】
群

簡
松
は
　
　
田
中
一
腰

務
田
払
（
≡
）
木
村
　
猪

首
樹
比
　
　
宮
崎
作
太
郎

再
選
区

車
蕃古田
菊
田

宮
田
桜
町

商
松
区

帯
四
鮮
・

水
巻
附
咽
砿
琵

片
山
は

友
隈
　
芳
制

万
里
全
都

僻
井
　
借
手

瓜
生
ト
シ
丁

小
田
サ
ヨ
事

岩
永
　
勝
一

【
検
察
審
査
会
と
は
？
】

寓
の
お
目
付
役
で
す
。
御
坊
と
か
、
詐

欺
と
か
、
暴
行
・
裔
泊
を
の
佃
色
々
な

犯
罪
に
依
っ
て
雷
轟
け
た
人
で
、
搬

韓
・
検
喫
庁
に
犯
罪
事
件
を
領
訴
・
岱

苑
し
た
の
に
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
超

淑
－
．
し
な
い
。
ど
う
も
納
得
が
行
か
な
い

と
出
撃
兄
の
万
が
な
い
で
し
ょ
う
か
†

も
し
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
そ
闇
響
査
会

に
申
し
出
て
下
き
い
．
審
査
会
は
こ
の

（所）　算・　出　　法
Ａ　改訂地代駅側溜（月瑚）

其の平安二と勉贋価格×品（月妨）

Ｂ　改訂衆賃統；肛積（月儲）
（月備）

其の欄家臣標欄削岩＋24円×延鞭
Ｃ　土鳩及家露共一こ貸官の場合（月辟）

Ａ＋Ｂ Ｃ襟裳及地代月額）

（薦）　算　　出　　法

Ａ咄　代

其明澄の標価格メ蒜（月郡
Ｂ家　貨

其の年度の頗価酢品川円ズ延坪数
Ｃ　土地及豪貨共仁貸きの場合（月

Ａ＋Ｂ（靡貸及び地代月額ノ

新
し
い
懲
法
の
も
と
に
日
本
の
政
治
華
陳
な
相
銀
に
も
と
づ
い
て
、
叉
は
印
骨

明
る
く
す
る
た
め
、
い
ろ
′
～
の
昂
薫
が
な
く
て
も
自
分
か
ら
進
ん
で
を
の
帯

的
な
ｌ
新
し
い
制
度
が
生
れ
（
防
潮
二
十
鉦
の
瑞
相
を
十
分
間
査
し
、
検
頃
官
が

四
準
）
ま
し
た
．
牢
番
検
査
会
も
、
こ
遍
訴
し
な
か
っ
た
革
が
興
し
て
正
し
い

在
外
十
㍍
鮨
借
入
金

返
済
に
ｌ
撃

北
九
州
財
限
局
の
カ
で
怯
か
ね
て
よ
り

在
外
公
館
鋒
借
入
金
の
返
掬
に
拭
い
て

色
々
事
務
折
衝
の
栢
黒
服
現
に
進
捗
し

て
い
る
の
で
す
が
、
肝
心
骨
壷
坂
甘
人

が
住
所
不
閑
の
為
め
折
角
洗
っ
た
返
済

の
通
知
啓
が
当
商
え
返
送
に
恒
等
て
お

ｐ
、
藩
邸
も
泊
憐
ｌ
乾
瓢
促
海
上
に
登
瞳

を
来
し
て
お
る
状
態
で
あ
り
ま
す
か
ら

次
の
方
々
も
し
く
は
次
の
方
々
の
偉
所

其
の
柏
に
つ
い
て
心
当
り
の
向
き
は
頚

急
本
町
盤
朗
の
方
え
申
出
て
下
さ
い
ま

す
横
お
願
い
し
ま
す
。

本
町
関
係
者
の
氏
名
は
次
の
通
り
で
す

要
犬
は

買

上

げ

ま

船砂田田小

過三封代代林

（和政房朝智
以賽
（上二子枝宮子博

置
ｌヽ＿ノ

西
　
直
次
郎

大
島
レ
イ
子

’

°

＿

一

＿

’

ｔ

 

ｔ

＿

ｔ

ｔ

 

ｔ

 

ｔ

°

＿

＿

‘

‘

‘

‘

’

．

．

＿

＿

＿

ｔ

，

晴
れ
渡
っ
た
一
月
十
九
日
午
前
十
膵

よ
り
折
尾
耶
照
贅
等
御
堂
に
て
郡
志
遺

族
代
表
者
会
廃
が
開
催
さ
れ
、
幹
部
二

百
数
十
名
が
参
果
さ
れ
た
が
、
本
日
は

補
他
県
渡
族
連
合
会
々
長
野
田
青

空
を
．
迎
え
、
政
府
当
局
に
対
す
る
今

ま
で
の
搾
衝
過
鹿
等
詳
和
な
る
税
関
報

告
あ
り
、
各
代
表
は
力
強
い
今
後
を
案

ｂ
つ
ゝ
感
銘
さ
せ
ら
れ
た
。

又
当
演
梨
郡
遺
族
連
合
会
に
柄
て
は
本

金
を
期
し
野
田
県
連
合
会
々
畏
後
援
会

が
結
成
さ
れ
、
こ
の
過
族
方
面
私
対
し

‘

＿
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＿
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－
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ｔ

．

ｔ

．

．

．

て
熱
誠
憤
る
努
力
を
偶
検
さ
れ
て
あ
る

野
田
氏
に
酬
ゆ
る
可
く
、
先
生
の
将
来

各
面
に
情
緒
さ
れ
る
過
種
に
も
い
く
ら

か
で
も
貫
授
協
刀
す
る
と
の
鵬
唐
を
怒

礎
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
金
の
埠
案
者

は
当
町
遺
族
会
々
畏
住
普
康
之
助
氏
で

過
日
重
民
都
に
於
け
る
金
開
通
族
大
会

に
赴
き
一
方
な
ら
ぬ
野
田
先
生
の
御
助

力
の
膜
横
を
税
関
さ
れ
提
案
聾
由
の
一

助
と
き
れ
た
。
次
い
で
各
酎
村
の
代
表

者
・
各
来
顕
者
の
賛
成
瀬
見
発
表
が
あ

っ
た
が
、
当
酎
長
は
野
田
先
生
の
厳
父

大
塊
翁
以
来
父
子
二
代
を
通
じ
て
遠
賀

郡
と
し
て
は
特
に
ゆ
か
り
が
あ
る
と
説

か
れ
、
全
員
に
深
く
感
動
を
与
え
ら
れ

た
。
交
鼠
成
さ
れ
た
後
援
会
も
遺
族
会

の
将
来
も
、
終
戦
八
年
の
今
日
、
去
る

頃
の
美
し
い
犠
牲
と
し
て
昇
天
さ
れ
た

勇
士
遠
を
新
し
く
思
い
起
し
、
感
謝
す

る
と
共
に
今
後
か
り
そ
め
に
も
父
同
じ

過
ち
を
暦
重
言
、
怜
『
親
族
の
方

々
こ
そ
身
を
以
っ
て
経
験
さ
れ
た
あ
の

犠
牲
を
、
金
べ
て
平
和
え
の
犠
牲
と
し

て
日
本
の
将
来
を
推
渇
す
る
基
礎
で
あ

る
轟
ば
れ
た
。
最
後
に
野
田
先
生
を

囲
み
扶
助
料
其
の
他
の
前
案
に
対
し
撰

疑
応
答
な
ど
あ
り
、
午
後
転
学
堵
和

の
新
し
い
制
度
の
一
つ
と
し
て
「
司
法

の
民
主
化
」
．
と
い
う
大
き
な
使
命
を
以

て
生
れ
ま
し
た
．
私
達
の
申
か
ら
選
ば

れ
た
人
々
が
、
国
民
の
贈
兄
を
倹
鳴
け

の
仕
草
の
上
に
反
映
し
、
こ
れ
を
監
視

す
る
の
が
検
擾
憶
東
金
で
す
。

【
検
察
審
査
会
の
仕
琴
】

検
察
番
密
会
は
一
口
に
云
え
ば
、
倹
茄

か
ど
う
か
を
判
断
し
場
合
に
よ
っ
て
は

そ
の
串
件
を
裁
判
に
か
け
る
よ
う
、
そ

の
換
無
官
の
監
督
者
で
あ
る
検
事
正
に

刺
し
て
意
見
を
述
べ
ま
す
。
交
審
査
会

堂
」
の
佃
に
検
察
庁
の
仕
事
の
や
り
方

全
体
に
捗
っ
て
改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ

ば
、
検
車
正
に
勧
告
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
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又
今
年
も
流
行
⑬

困
っ
た
感
胃
／

【
悪
性
で
は
な
い
が
感
染
率
が
高
い
】

ま
た
カ
ゼ
が
は
や
り
始
め
ま
し
た
．
．

そ
う
懲
性
で
は
な
い
使
争
、
今
の
と
こ

ろ
致
命
率
（
愚
者
盲
人
に
対
す
る
死
亡

者
敬
）
は
ゼ
ロ
に
近
い
．
貝
感
染
率
が

彿
常
に
早
く
、
昨
年
十
二
月
の
中
根
耕
郡

の
あ
る
小
学
校
の
場
合
も
五
日
閲
に
三

十
四
人
か
か
百
三
十
六
人
に
増
え
て
い

る
。
如
細
流
行
性
感
胃
へ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
）
で
す
．
桝
源
で
あ
る
ヴ
ィ
ー
ル

ス
の
型
で
い
う
と
、
女
Ａ
プ
ラ
イ
ム
）

型
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
我
が
国
で
は

昭
和
二
十
五
任
凰
す
で
に
発
見
さ
れ
、

に
厨
さ
れ
る
と
票
く
な
る
の
で
特
に
達

意
し
ま
し
ょ
う
．

さ
て
こ
の
流
感
を
防
ぐ
に
は

【
何
は
億
い
て
も
先
づ
！
1
】

⑥
ウ
ガ
イ
（
塩
水
・
番
茶
）
の
実
行
を

お
忘
れ
な
く
、
人
の
集
団
す
る
所
や
恩

こ
の
度
び
保
健
所
で
（
一
応
附
で
数
の

み
を
ま
と
め
て
保
盤
飢
え
種
結
す
る
）

未
登
録
犬
と
未
注
射
犬
を
た
や
す
為
め

の
一
助
と
し
て
、
飼
育
者
や
筍
理
者
の

万
で
不
要
犬
と
し
て
買
上
げ
万
を
申
出

た
も
の
を
（
町
村
燕
の
方
で
そ
の
申
坤

が
確
認
さ
れ
る
駈
祖
が
あ
る
場
合
）
貿

い
上
げ
る
環
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
申
一
ｌ

し
出
要
領
並
び
に
期
間
其
の
他
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

者
ら
し
い
者
に
接
す
る
場
合
は
は
必
ず

⑧
マ
ス
ク
を
使
用
す
る
こ
と
③
患
者
と

症
状
は
Ａ
型
も
Ｒ
塾
の
欄
合
と
あ
ま
り

変
ら
な
い
．
感
染
す
る
と
大
体
二
＋
血

時
間
以
内
に
三
九
度
か
ら
四
十
鷹
以
上

の
発
熱
が
あ
り
、
激
し
い
頭
捕
蔵
相

・
筋
肉
欄
・
課
警
咳
な
ど
が
骨
ま

す
。
三
十
八
度
位
の
こ
と
も
あ
り
ま
す

こ
の
棟
な
症
状
の
ど
れ
か
二
つ
以
上
を

自
覚
し
た
ら
、
流
行
性
感
甲
宗
＼
つ

た
も
の
と
考
え
て
下
さ
い
。
安
静
に
し

て
い
れ
ば
勲
は
〓
⊥
一
百
号
と
れ
二

⊥
薗
欄
で
全
快
す
る
か
ら
余
鞘
を
併

発
し
な
い
康
に
注
意
す
れ
ば
、
そ
う
．
徹

れ
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
企

図
的
に
も
失
串
に
薫
ら
な
い
で
洒
む
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
〇
・

只
粧
噂
愚
者
・
妊
娠
或
は
を
の
他
の
慢

性
の
何
気
を
持
っ
て
い
る
人
は
ｌ
椛
態

今
年
の
入
学
蘭
を

．
酌
に
教
育
要
員
会

で
は
学
令
児
憩
の

調
査
に
托
確
を
期

し
て
酎
内
離
任
貝

の
芦
別
調
査
を
依

頼
中
の
処
、
こ
の

程
一
月
現
任
の
児

賀
数
を
次
の
通
り

確
醜
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

椚
小
学
校
区

三
〇
八
名

憤
禾
小
孝
佼
組

二
五
八
名

下
二
小
学
校
広

四
二
哀

計
　
九
七
八
名

こ
の
数
字
の
中
に
は
若
松
市
区
域
の
洩

川
野
盟
恥
の
児
虞
は
食
ま
れ
て
な
い

入
学
期
迄
の
転
入
転
出
児
鷺
を
一
割
と

見
て
学
校
の
受
入
準
備
を
進
め
て
い
る

数
字
に
よ
る
腔
尋
と
の
比
硬
は
本
年
は

三
割
増
で
、
実
脹
入
学
粉
は
渡
川
小
学

校
分
だ
け
昨
年
よ
り
糀
す
る
の
で
二
割

五
分
増
だ
ろ
う
。
教
育
委
員
会
で
は
二

月
十
日
迄
に
保
護
者
に
戯
蛍
應
知
状
を

発
送
の
予
定
で
、
新
一
率
の
身
体
倹
査

を
町
内
小
学
校
一
斉
に
　
三
月
九
日

牛
後
－
噂
と
決
定
「
校
医
さ
ん
の
協

力
で
河
憂
い
一
年
生
の
身
体
倹
茸
を
各

小
学
校
で
行
い
ま
す
の
で
是
非
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
方
の
同
伴
で
来
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
身
体
検
賓
は
入
学
に
過

す
轟
状
態
を
検
査
す
る
の
が
目
的

で
併
せ
て
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
を
致
し

ま
す
。
尚
入
学
式
は
次
の
過
少
。

小
学
校
は
（
頃
禾
・
机
・
ド
ニ
共
）

四
月
六
日
年
珊
十
時

中
学
校
の
入
学
生
紐
は
現
任
の
小
学
校

革
礫
生
の
大
半
鴇
入
学
予
定
数
は
九
四

三
名
で
あ
る
。

中
学
校
入
学
式
．

酷
を
す
る
時
は
、
一
光
突
以
卜
闇
碑
を

保
つ
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
よ
う
㊨
垂
内

の
か
ん
気
を
計
り
滑
幣
な
空
気
を
入
れ

る
横
に
エ
夫
し
ま
し
よ
う
。

－11一ｌ′一一一‥‥ｌ‥．豆ｌ一ｌ

Ｉ
ｎ
薗
セ
キ
や
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
時
は
、

ハ
ン
カ
チ
や
亭
拭
等
で
口
を
雅
う
横
に

し
ま
し
ょ
う
⑧
タ
ン
や
唾
液
で
汚
れ
た

も
の
は
消
磨
し
た
り
、
便
所
に
捨
て
る

事
に
つ
と
め
ま
し
よ
う
㊨
十
分
に
睡
眠

を
と
ｑ
休
獲
し
て
体
力
の
廼
属
遍

に
努
あ
ま
し
よ
う
．

【
無
理
は
禁
物
僅
て
る
が
療
病
】

潤
気
に
か
ゝ
つ
た
ら
、
ｌ
も
二
も
三
も

安
静
で
安
静
以
外
に
憬
法
は
な
い
と
い

っ
て
も
よ
い
．
ふ
だ
ん
ど
ん
な
健
康
な

町
民
税
申
告
書
提
出

期
限
の
賠
期
に
就
て

昭
和
廿
八
館
痩
町
民
税
の
申
、
給
与
所

得
者
の
方
が
損
出
さ
れ
る
申
告
轡
の
撫

出
瑚
隈
は
一
一
月
十
日
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
日
本
炭
砿
が
一
百
十
二
百
た
療
泉

徴
収
票
を
交
付
さ
れ
る
為
め
申
告
轡
の

提
出
期
限
を
金
駐
在
員
区
共
に
二
月
十

八
日
に
延
増
し
ま
し
た
の
で
了
濱
囁
い

ま
す
．
な
お
申
包
萄
闊
者
は
渾
泉
徴
収

不
要
犬
買
上
願

稲
類
、
雌
別
、
毛
色
、
伍
令
、
特

徴
、
体
毛

石
不
要
犬
で
あ
り
ま
す
の
で
御
賢

上
層
ひ
ま
す
。
尚
後
日
当
犬
の
所

有
格
に
関
し
累
積
の
申
出
が
あ
っ

た
場
合
は
私
が
一
切
の
常
任
を
項

い
、
耶
か
も
勧
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
せ
ん
の
で
後
日
の
為
め
附
的
致

し
ま
す
昭
和
二
十
八
年
　
月
　
日

住
所

・
　
氏
名

逮
輩
保
確
所
長
殴

環
上
予
高
教
　
　
　
二
一
〔
顔

官
ヒ
変
給
予
常
領
丁
一
局
8
円

買
上
価
格

体
重
　
二
五
キ
ロ
以
上
五
〇
円

以
下
二
〇
円

買
上
資
格
　
犬
は
健
康
で
あ
る
事

票
を
添
付
の
上
嘲
限
日
ま
で
に
一
人
洩
一

自
一
一
月
一
日

至
一
．
月
十
毒
口

れ
な
く
申
告
し
て
下
さ
い
へ
税
糊
礫
）

迄
ね
て
る
楔
に
す
れ
ば
本
人
の
た
め
に

も
義
輝
を
併
発
し
て
重
症
に
陥
る
こ
と

も
な
く
、
他
人
ち
病
気
を
う
つ
ら
な
い

で
結
構
で
す
．
そ
こ
で
安
静
に
し
て
い

る
て
と
は
、
愚
者
と
し
て
の
遺
徳
で
あ

り
埼
務
で
も
あ
り
ま
し
よ
う
．
先
般
の

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
際
、
農
も
死
亡
率
の

橋
か
つ
た
の
は
壮
年
の
男
性
で
あ
っ
た

そ
う
で
す
．
恰
度
破
き
盛
β
の
年
令
期

で
も
あ
り
、
常
任
感
か
ら
も
、
戒
は
「

お
れ
は
大
丈
夫
だ
」
と
い
う
肖
借
渦
度

か
ら
、
つ
い
戚
歯
を
し
て
死
ん
で
い
ま

す
が
老
人
・
子
供
は
す
や
寝
込
ん
で
し

ま
う
か
ら
案
外
賓
症
に
な
ら
な
い
で
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
も
一
応
考
慮
す
べ
き

こ
と
で
し
よ
う
．
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